
調査期間：京都光華女子大学の倫理委員会承認後～2025年3月

調査に協力いただく時間とその内容：

①質問紙調査

• 所要時間は10分程度（インタビュー調査1週間前～前日）

• 内容は基本属性、現在の業務内容、分娩介助例数など

②インタビュー調査

• 所要時間は60分程度で個別でかつ対面でのインタビュー調査
（難しい場合はZOOM等のオンラインでも可能です）

• 臨床におけるマタニティケアに関する困難感や体験を通して、 助産師教育で習得しておけば
良かった内容、助産師教育で習得しておいて良かった内容についてお伺いします。

倫理的配慮：本研究は京都光華女子大学の倫理委員会の承認を経て実施しています。

  私達は現在、新人助産師の実践能力と基礎教育との関係性に注目しております。私たちの研
究ではこの関連性を明らかにすることで助産師の基礎教育改善の基礎資料となり、それにより新人
助産師の臨床への移行もスムーズになると考えております。本研究の主旨と以下の内容をご理解の
上、ご協力いただけましたら幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。

研究の概要

新人助産師 10名程度
 臨床で勤務している方
 2023年、もしくは2024年に助産師国家資格を取得された方
 助産業務（妊産褥婦を対象）に携わって1年以内の方

対象となる方

研究の方法

本研究はインタビュー調査時に1500円分のクオカードの謝礼を致します。
※オンラインでご協力の方は後日郵送致します。

下記のQRコードをお読みください

   詳しく知りたい方   説明を聞いてくださる方

 

研究責任者：京都光華女子大学 助産学専攻科
講師 海野多栄子

e-mail: koka.ousi198@gmail.com

【新人助産師のマタニティケア能力と助産師基礎教育における課題】
研究の参加者としてご協力いただける方を募っております！


	スライド 1: 【新人助産師のマタニティケア能力と助産師基礎教育における課題】 研究の参加者としてご協力いただける方を募っております！

